
372

泌尿 紀要3巻6号

,昭 和32年6月

腎 結 核 に 於 け る ア ミ ノ 酸 の 研 究

(ぺ ・一パ ー ク ロ マ トグ ラ フ ィー に 依 る)

第2編 腎結核組織内遊離 ア ミノ酸の分布(動 物実験成績)

久留米大学医学部泌尿器科学教室(主任 重松教授)

助 手 松 浦 省 三

  Studies on the Amino Acids in Tuberculous Kidney by Means of 

                   Paper Chromatography 

    Part  II  : The Distribution of Free Amino Acids in Tuberculous 

           Renal Tissue (The Results of Animal Experiments) 

                            Syozo MATSUURA 
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   This part of the report gives the  results obtained in the experiments using rabbits 

while the Part I shows the results from clinical cases. 

   The distribution of free amino acids found in the normal renal tissue of ten rabbits 

was compared with that in the experimentally tuberculous renal tissue of ten rabbits. 

   Thirteen free amino  acids  ; asparatic acid, glutamic acid, serine, tyrosine, valine, leu-

cine, alanine, glycine, cystine, threonine, phenylalanine, arginine and methionine could be 

observed in the renal cortex of normal rabbits, while these seven, asparatic acid,  gluta  mic 

acid, serine, tyrosine, histidine, threonine and phenylalanine could be seen in the normal 

renal medulla. 

   In normal renal tissue, the cortex contains the more free amino acids than the medulla. 
These free amino acids were observed in the tuberculous  cavity  : asparatic acid, glutamic 

acid,  serinP, glycine, valine, threonine, tyrosine, leucine and alanine. 

   Compared with normal renal tissue, in the tuberculous cavity alanine and glycine, 

increase, tyrosine and leucine tend to increase, and phenylalanine, arginine, methionine 

and cystine tend to decrease.

緒 言

前編で腎結核別出組織並にその乾酪様物質に

ついての遊離ア ミノ酸分布を述べたが,本 項に

於いては臨床例にあつて追求し得なかつた正常

腎組織内遊離iアミノ酸の分布を家兎を使用して

追求し,更 に実験的腎結核組織 との比較検討を

行つたのでその成績を肇 疫する,

健常家兎に於ける遊離ア ミノ酸の分布

実験方法並材料

実験家兎は何れも2kg前 後の健常雄性家兎10羽 を.

使用した.こ れらの家兎は約1カ 月同一飼料にて餌

育後,何 れも右腎を易il出し,皮 質,髄 質をそれぞれ

1.Og秤 量採取し先述のAwaparaの 法に従うて除蛋.

臥 拠'で 隣 繰 作を行つて凶 れそれ討料を調鱗ン



松浦一腎結核に於けるアミノ酸の研究

paperpartitioDchromatographyに 供 し た.

実験 成 績

正 常家 兎 腎皮 質 に於 け る遊 離 ア ミノ酸 の分 布 は 表1

～2に 示 す が如 き もの で あ る.即 ちAsparaticAcid

以 下Methionineに 到 る13種 を 分別 確 認 し得 た.即

ちAsparaticAcid,GiutamicAcid,Serine,

Threonine10/10,Valine9/10,Tyrosine,

Glyci血e7/10,Leucine5/10,Aiginine,Pheny1-

alanine3/.10,Alanine2/10,Cystine,Methio-

nine1/10と 云 う頻 度 で 分 別 確 認 せ られ,全 例 に 認

めたAsparat孟cAcid以 下Methionineに 到 る13

種 であ っ た.何 れ のRf値 に も一 致 せ ぬ 同 定 し難 い

SpotはNo.9の5ケ よ りNo,5の1ケ に判 る各 々

表1に 示 す 通 りで あ る.

正 常家 兎 腎 髄 質 組 織 に 含 ま れ る 遊 離 ア ミ ノ酸 は

ApsaraticAcid以 下Phenylalanineに 到 る7種

を分別 確 認 した.即 ち表3～4に 示 す 様 に全 例 に認 め

たAsp、Acidか ら5例 に認 め たGlutamicAcid

に到 る7種 であ る.分 別 同定 し難 いSpotと して は

Nり.1,No.5,No.9の4種 よ りNo.8,No.10の

2種 に 到 る表 に 各 々示 した 様 なRf値 を 得 た.

即 ちAsparaticAcid,Tyrosine,Threonineの

全例,Serine,Histidine9/10,Phenylalanine

8/10,GlutamicAcid5/10と 云 う結 果 を 得 た.

次 に皮 質,髄 質 よ り得 た遊 離 ア ミノ酸 のSpotの 発

色 度 を 一括 表 示 す れ ば 表5の 如 き結 果 を得 る.

実 験 的 腎結 核 家 兎 空 洞 組 織 に於 け る遊 離 ア ミ ノ酸 の

分 布.

実験方法並に実験材料.

使用した家兎は10羽,何 れも体重2.Okg内 外の健

康雄性家兎を使用した.入 腎結核より分離培養した尿

路結核菌を使用して約1.Occ,1.Omg含 有 の菌浮遊

液を作成して,こ の菌液0.1～0.2ccを 露出右腎の

皮髄移行部と思われる部分に注入接種し,3ケ 月間飼

育後腎を別出し,こ れ より得た結核菌を培養,完 全 コ

ロニーの形成を待って先述の菌浮遊液を作製し同様の

手技にて,10羽 の家兎右腎えそれぞれ注入接種 して3

カ月聞飼育,そ の後の患腎を材料に供 した.空 洞 と思

わるる部分を含んで約1,0g秤 量採取し,型 の如 く処理

して試料に供した.

実験成績.

実験的腎結核家兎空洞組織における遊離ア ミノ酸の

分布は表6～7に 示す如くAsparaticAcide以 下

Thr・・喚 ・に到る9種 を確認 した・尚不明のSp・tと
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し てNo・4の5種 か らNo.6,No.4の2種 に到 る

そ れ ぞ れ のRf値 を 得 た,耶 ちAsparaticAcid,

GlutamicAcid,Serir】eの10/10 ,Glycine,

Valine,Threonine9/10,Tyrosin8/10,Leucine,

Alanin6/10で あ っ た.次 にそ れ ぞ れ そ のSpotの

発 色度 に て一 括 分 類 す る と下 記 の 如 くな る(表7)

総 括 並 考 按

正常 家兎の腎に於け る遊離 ア ミノ酸 の分布 は

本項 に述べた如 く,皮 質部 にAsparaticAcid

以 下Methionineに 到 る13種 を 確認 し得 たに

反して髄質に あつ ては,AsparaticAcid以

下Phenylalanineに 到 る7種 で あつた.此 の

事 よ り腎 にあっ ては,皮 質部 に髄質部 よ り,よ

り多 くの遊離ア ミノ酸 の分布 を認 め得 る と云 う

事 にな る.健 常 家兎 に於 いて分別確認 し得 た遊

離 ア ミノ酸 を,そ の種 別,発 現頻度 に よつ て比

較 してみる と表8に 示す如 く一括 し得 る.皮 質

髄 質両者共 に全 く同様 で あつた ものは,Aspa-

raticAcid,Threonineの2種 全例 であ り,

GlutamicAcidは 皮 質 に於 い て10例,髄 質 に

あつては半数の5例,Serineは 皮 質10例,髄 質

9例 と何 れ も 皮質部 に多 く認 め られた.'た だ

Tyrosineは 皮 質7例 に反 して髄質10例 であ

り,髄 質に稽 汝出現 度が高 い.54Phenylalani-

neは 皮 質3例 に 反 し て髄質8例 で あ り・,

Histidineは 皮 質 に 全例認 め得 なかつた のに

反して髄質 には9例 を確認 した.Valine9

例,Glycine7例,Leucine5例,Argini-

ne3例,Cystine,Methionile各1例 をそ

れぞれ皮質部 に於 いて 分離 し得 たが,こ れ ら

Va1血e,Glycine,Leucine,Arginille,Alanine
り

Cystine,Methionileの7種 は髄質部 に全例

認 め得なかつ た.外 松に ょるとGlycine,Se-

rine,Alalline,Arginine,Lysile,Histidine,

Valine,Leucine,Tyrosinは 髄 質に比 して皮

質に多 く認 め られ,髄 質にはAsparaticAcid,

Glutamine,Proline,CysticAcidが 皮 質 に

比 して多 く証 明 され る様 だ と述べ て悟 る.私 の

実験 ではProlineは 皮 髄共 に認 め得 なかつた

叉Histidineは 皮 質には認 めずむ しろ髄 質

に多 く認 め られた.

次 に実験結核家兎 腎組 織 内に於 ける遊離 ア ミ
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ノ酸 の分 布につい てみるに,結 核菌接種 の家 兎

腎は前述 の如 く皮髄境界部 と思 われ る部分 に菌

浮遊液 を注入 した ので あるが,全 例 に於 い て主

に皮質部,被 膜下 に結 核性空洞或 は結節 を形 成

し写真1～2に 掲 げる 如 き肉眼:的 所見 を与え

た.此 の空洞組織 を含む組 織 よ り得 た遊 離ア ミ

ノ酸 が前述の如 きAsparaticAcid以 下9種

である.先 述 した様にHistidine,Phenylala-

nineを 除 い てその過半数 の ア ミノ酸 が皮質 に

存在す る と云 う事 実は,空 洞組織が皮質部 に多

く形成 された此 の実験 に あつ て,主 に正常 皮質

部遊離 ア ミノ酸 と比較 す る事に意義が ある と考

える.よ つ て これを並列 してみ ると表8の 様 な

結果 とな る.此 の成績 か らみ ると結核腎 の結核

空洞周 囲組織 内にはAlanine,Glycineが 増 加

し,Tyros㎞e,Leucineは 稽 汝増加 の傾 向に

あ り,Phenylalanine,Argin血e,Methionine,

Cystineは 減 少傾 向に ある と考 え られ る.

結 語

1)正 常 家 兎 皮 質 組 織 内遊 離 ア ミ ノ 酸 は 確 認 し

得 だ も の はAsparaticAcid,GlutamicAcid,

Serille,Tyrosine,Va1董11e,Leuc血e,Alan㎞e,

Glyci血e,Cystille,Threon㎞e,Phenylalanine,

Arginine,Methionine,以 上 の13種 で あ つ た.

2)正 常 家 兎 髄 質 組 織 内遊 離 ア ミ ノ 酸 は 確 認 し

得 た も の はAsparaticAcid,GlutamicAcid,

Serine,Tyrosine,Histid血e,Thrednine,

Phenylalanine,以 上7種 で あつた.

3)正 常 家兎腎組織 内遊離 ア ミノ酸 の分布 は皮

質に於い て髄質 よりは るかに多 くのア ミノ酸を

含む事 を確認 した.即 ちAsparaticAcid,Th-

reonineは 皮 髄共 に10096に これを確認 した.

Valine,Leucine,Alanine,Glyci血e,Argini_

ne,Methionine,Cystineの7種 は髄質 には

認 め得 なか った.GlutamicAcid,Serineは

皮 質部 に多 く認 め られ た.Histidineは 髄 質

のみ 認 め られ,皮 質 には 認 め得 な か った.

Tyrosine,Phenylalanineは 髄 質に よ り多 く

認 め られた.

4)結 核 空洞 組織 内遊離 ア ミノ酸 としてAspa-

raticAcid,GlutamicAcid,Serine,

Glycine,Va1血e,Threonille,Tyrosine,Leu-

cine,Alanineの9種 で あつた.

5)結 核 空洞組 織 内の遊雛iア ミノ酸 はAlani-

ne,Glycileが 増 加 し,Tyrosine,Leucine

が 増 加傾 向にあ り,Phenylalanine,Argini-

ne,Methionine,Cystineは 減 少傾 向に ある

と考 え られ る.

終 りに家兎健常腎皮質,同 じく髄質,実 験結核の空

洞壁の代表的 クロマトグラフ及び実験家兎の捌出腎を

それぞれ写真1～5に 掲げる.

(文 献 後 掲)
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Table1.FREEAMINOACIDSINRENALOORTEX

(NORMALRENALTISSUEOFRABBIT)

['N…1N…IN・ ・3

Asp,Acid

Glut.Acid

Serine

Tyrosine

Proline

Valine

Leucine

Alanine

Histidine

Glycine

Cystine

Threonine

Phenylalanine

Arginine

Methionine

十
(柵)
十
く帯)
十
(帯)

十

(帯)
十

(帯)
十

(冊)

十

(粁)

十
(+)

十

(+)

十
(惜)
十
(柵)
十
(帯)
十
(粁)

十

(暮)

十

(昔〉

十
(+)

十
(報)
十
(帯)
十
(冊)
十
(昔)

十

(粁)
十

(昔)

十

(+)
十

(+)
十

(+)

N…IN…[N…

十
(帯)
十

(彗)
十

(廿)
十

(+)

十

(廿)

十

(+)

十

(什)

十
(柵)
十
(帯)
十

(甘)
十
(暮)

十

(什)

十
(+)

十

(暮)

十
(督)
十
(砦)
十

(柱)
十
(昔)

十

(什)
十
(畳)

十

(粋)
十

(彗)
十

(+)
十

(升)

N…IN…

十
(帯)
十
(冊)
十
(廿)
十
(甘)

十

(帯)
十

(冊)
十

(什)

十

(什)

十
(冊)
十
(冊)
十

(+)
十

(昔)

十
(冊)

十

(昔)

IN…IN・ …1

十
(帯)
十

(柵)
十

(帯)

十

(升)

十

(什)
十
(什)
十

(+)

十
(帯)
十
(冊)
十

(昔)

十

(昔)
十

(帯)

十

(+)

十

(昔)
十

(甘)

10/10

10/10

10/10

7/10

0

9/10

5/10

2/10

0

7/10

1/10

10/10

3/10

3/10

1/10

Table2.COLOROFSPOT

(FREEAMINOACIDS瓜 「RENAL

CORTEXOFNORMALRABBIT.)

1(帯)i(-H-)1(+)1

Aspa,Acid

Glut.Acid

Serine

Tyrosine

Proline

Valine

Leucine

Alanine

Histidine

Glycine

Cystine

Threonine

Phenylalanine

Arginine

Methionine

9

7

4

0

0

2

3

1

0

1

0

0

0

0

0

1

3

5

6

0

7

2

1

0

2

0

7

3

0

1

0

0

1

1

0

0

0

0

0

4

1

3

0

3

0

10

10

10

7

0

9

5

2

0

7

1

10

3

3

1
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Table3.
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FREEAMINOACIDS】NRENALMEDULLA

(NORMALRENALTISSUEOFRABBIT)

IN…1N・ ・2iN…iN…

Asp.Acid

Glut.Acid

Serine

Tyrρsioe

Proline

Vali血e

Leucine

Alanine

Histidine

Glycille

Cystine

Threっnine

Phenylalanine

Arginine

MethiOnine

十
(冊)
十
(冊)
十

(+)
十

(+)

十

(+)

十
(続)
十
(耕)

十

(什)

十
(+)
十

(+)

十

(+)

十

(+)

十

(+)

十

(冊)

十

(+)
十

(+)

十

(+)

十

(+)

十

(+)

十

(廿)

十

(+)
十

(+)

十

(+)

十

(+)

十

(+)

IN…IN…IN・ ・7

十

(督)
十

(什)
十

(+)
十

(+)

十

(什)
十

(+)

十

(粁)
十
(甘)
十

(+)
十

(+)

十

(+)

十

(+)
十

(+)

十

(什)
十
(粁)
十
(+)
十
(+)

十

(+)

十

(+)
十

(+)

lN・ ・8

十
(+)

十
(+)

十

(+)

十

(+1)

N…IN・ …1.

十

(惜)
十
(什)
十

(+)
十

(+)

十
(+)

十
(升)
十
(+)

十.
(世)

十

(+)
十

(+)

十

(+)

十

(+)

ユ0/10

5/10

9/10

10/10

0

0

0

0

9/10

'O

0

10/10

8/10

0

0

Table4.COLOROFSPOT

(FREEAMINOACIDSINRENAL
MEDULLAOFNORMALRABBIT)

1㈱lG釧(+)

Aspa.Acid.

Glut.Acid.

Serine

Tyrosine

Histidine

Threonine

Phenyl。A1,

3

1

0

0

0

0

1

6

4

0

0

0

3

0

1

0

9

10

9

7

7

(±)【

0

0

0

0

0

0『

0

Table5.COMPARATIVETABLEOF

MEDULLAWITHCORTEX

(FREEAMINOACIDSINNORMAL .
RENALTISSUE)

10

Freeaminoacids.
iCo・ ・…IM・d・11・ ・

5

9

10

9

10

8

AsparaticAcidlo/1010/10

GlutaminAcidlo/105/10

serinelo/lo9/10

Tyrosine7/1010/10

Valine9/100

Leucine5/100

Alanine2/100

Histidi1コeo9/10

Glycine7/100

Cystine1/100

Threonillelo/lolo/lo

Phenylalanine3/108/10

Arginine3/100

Methionine1/100
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Table6.FREEAMINOACIDSINTUBERCULOUSCAVITY

IN…iN…IN・ ・3;N…IN…

Asp.Acid.

Glut.Acid

Serine

Tyrosine

Proline

Valine

Leacine

Alanine

Histid三ne

Glycine

Cystine

Thieonine

Phenylalanine

Arginine

Methionine

十
(冊)
十
(柵)
十
(甘)
十
(紛

十

(甘)
十

(廿)
十

(朴)

十

(料)

十

1㈲

十

(冊)
十

(柵)
十

(粁)

十

(甘)
十

(甘)

十

(+)

十

(粁)

十

(粁)
十

(吾)
十

(粁)

十
(升)

十

(+)

十
(紛

十

(+)
十

(+)
十

(粁)
十

(+)

十

(+)

十

(+)

十

(瞥)

十

(+)

十

(+)

十

(+)
十

(冊)
十

(粁)
十

(+)

十

(+)
十

(+)

十

(+)

十
(粁)

十

(丹)

No.6

十

(+)
十

(惜)
十

(帯)
十

(+)

十

(+)
十

く+)

十

(+)

十
(粁)

l
N・ ・71N・ ・8

十

(続)

十

(升)
十

(+)
十

(+)

十
(+)

十

(朴)

十

(辮)
十

(丹)
十

(+)

十

(粁)
十

(粁)
十

(朴)

十
(+)

十

(+)

IN…

L

十

(朴)
十

(耕)
十

(什)

十

(+)

十

(昔)

十

(1+)

十

(+)

十

(+)

No.10

十

(冊)
十

(榊)
十

(吾)
十

(+)

十

(粁)

十
(什)

十

(督)

10/10

10/10

10/10

8/10

0

9/10

6/10

6/10

0

9/10

0

9/10

0

0

0

Table7.C⊂)LGROFSPOT

(FREEAMINOACIDSIN

TUBERCULOUSCAVITY)

Table8.COMPARATIVETABLE

OFFREEAMINOAC工DS

(COMPARINGWITHNORMALRENAL

TISSUEINTHETUBERCU工OUS

CAVITY)

1(惜)1(朴)

Aspa.Acid.

Glut.Acid.

Serine

Tyrosine

Valine

Leucine

Alanine

GIYcine

Threonine

3

7

1

0

0

0

0

0

0

4

2

8

1

6

3

4

4

5

1(+)

3

1

1

7

3

3

2

5

4

i(士)

0

0

0

0

0

0

0

0

0

Freeaminoacids.

10

10

10

8

9

6

6

9

9

AsparaticAcid

Glutamic二Acid

Serine

Tylosi1】e

Valine

Leucine

Alanine

Glycine

Cystine

Threonine

Phenylalanine

Arginine

Methionine

Cortex Cavern

10/10

10/10

10/10

7/10

9/10

5/10

2/10

7/10

1/10

10/10

3/10

3/10

1/10

10/10

10/10

10/10

8/10

9/10

6/10

6/10

9/10

0

9/10

0

0

0
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